
『
老
子
中
経
』

と
内
丹
思
想
の
源
流

『
老
子
中
経
』

は

古
代
の
道
教
修
行
法
を
編
集
し
た
経
典
で
あ

る
。
斎
戒
泳
浴
し
、
定
め
ら
れ
た
日
時
に
入
室
し
て
、
紳
々
の
名
、

姿
、
居
所
等
を
し
っ
か
り
と
イ
メ
ー
ジ
し
て
鐙
内
に
引
き
留
め
、
念

じ
て
気
を
咽
み
憧
内
に
巡
ら
せ
、
長
生
を
祈
願
す
る
と
い
う
の
が
そ

の
修
行
法
の
基
本
的
な
枠
組
に
な
っ
て
い
る
。
『
老
子
中
経
』
の
長

生
術
に
は
多
く
の
方
法
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
存
思
・
服

気
・
行
気
法
を
中
心
に
分
析
し
、
内
丹
思
想
と
い
う
角
度
か
ら
光
を

嘗
て
て
本
経
の
思
想
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

『
老
子
中
経
』
と
内
丹
思
想
の
源
流

方日

藤

恵

千

テ
キ
ス
ト
と
成
立
時
期

『
老
子
中
経
』

の
思
想
を
分
析
す
る
前
に
、
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て

少
し
鰯
れ
て
お
き
た
い
。
現
行
本
は
、
『
雲
笈
七
銭
』
巻
十
八
、
十

〔

1
)

九
に
『
老
子
中
経
、
一
名
珠
官
玉
暦
』
、
『
道
議
』
太
清
部
に
『
太
上

老
君
中
経
』
と
し
て
上
下
二
巻
、
第
一
一
柳
仙
か
ら
第
五
十
五
紳
仙
ま

で
が
牧
録
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
ベ
リ
オ
敦
煙
文
書
三
七
八
四
競
背

面
に
、
『
老
子
中
経
』
と
題
し
て
第
一
神
仙
か
ら
第
八
紳
仙
の
途
中

こ
こ
で
は
『
雲
笈
七
銭
』
(
道
議
・
太
玄
部

ま
で
が
残
さ
れ
て
い
る
。

所
枚
〉
を
底
本
と
す
る
。



『
老
子
中
経
』
と
内
丹
思
想
の
源
流

成
立
に
つ
い
て
は
、
『
洞
玄
室
賓
三
洞
奉
道
科
戒
管
始
』
(
遁
蔵

太
卒
部
〉
品
世
田
法
衣
儀
(
ベ
リ
オ
敦
屋
文
書
一
二
三
一
一
七
挽
コ
ニ
洞
奉
道
科
誠

儀
範
』
餐
第
五
も
同
じ
)
に
「
老
子
中
経
一
巻
」
と
あ
り
、

六
朝
梁
代

末
ま
で
は
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

『
老
子
中
経
』

?」やホ、
t
t
 

「
青
牙
」
「
朱
丹
」

五
方
の
天
気
で
あ
る

(
2
)
 

「
黄
気
」
「
明
石
」
「
玄
滋
し
を
服
す
方
法
が
設
か
れ
て
い
る
が
(
第
二

十
七
紳
仙
)
、
『
民
話
』
巻
十
八
(
道
磁
・
太
玄
部
〉
の
「
泰
和
二
年
四

月
服
毒
円
牙
(
陶
注
)
此
青
牙
始
生
法
、
世
未
見
経
」
と
い
う
記
述
は
、

」
の
方
法
が

「
泰
和
二
年
」
(
三
六
七
年
)
頃
に
現
れ
た
こ
と
を
示
唆

し
た
が
っ
て
、
こ
の
頃
を
『
老
子
中
経
』
成
立
の
上
限

し
て
い
る
。

と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
、
前
田
繁
樹
氏
が
指
摘
さ

れ
る
『
太
上
霊
賓
五
符
序
』
と
の
関
係
も
考
慮
に
入
れ
、
成
立
は
四

世
紀
後
牟
か
ら
五
世
紀
宇
ば
と
い
う
一
麿
の
試
案
を
示
し
て
お
き
た

L、
。

『
老
子
中
経
」

に
お
け
る
神
々
の
系
譜

『
老
子
中
経
』

に
は
お
び
た
だ
し
い
数
に
の
ぼ
る
神
々
が
登
場
す

る
の
で
、
こ
こ
で
主
な
神
々
の
系
譜
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。
中
園

人
の
宇
宙
観
で
は
、
天
と
人
と
は
互
い
に
照
廃
し
て
い
る
が
、
本
経

に
お
い
て
も
、
大
宇
宙
に
存
在
す
る
神
々
が
そ
の
ま
ま
睡
眠
内
の
小
宇

宙
に
も
存
在
し
て
い
る
。
本
経
で
は
小
宇
密
で
あ
る
睡
眠
内
の
世
界
に

重
き
が
置
か
れ
て
い
る
が
、
主
な
器
官
と
そ
こ
に
棲
ま
う
紳
名
を
園

示
し
て
お
い
た
。
ど
こ
か
周
糠
渓
の
「
太
極
圏
」
を
初
練
と
さ
せ
る

が
、
膨
大
な
数
の
赫
々
も
、
『
老
子
中
経
』
の
紳
統
譜
の
骨
格
を
成

す
こ
れ
ら
の
紳
々
の
周
迭
に
無
数
の
星
の
よ
う
に
配
さ
れ
て
、
本
経

(
4
)
 

の
宇
宙
を
構
成
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
だ
ろ
う
。

『
老
子
中
経
』

の
養
生
技
法

次
に
、
小
論
の
主
題
で
あ
る
『
老
子
中
経
』
と
内
丹
思
想
と
の
閥

わ
り
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
が
、
そ
の
前
段
階
と
し
て
、
本
経
の

存
思
法
お
よ
び
服
気
法
・
行
日
無
法
に
つ
い
て
論
じ
て
お
き
た
い
。

存
思
は
存
想
、
内
観
と
も
い
わ
れ
、

一
般
に
樫
内
も
し
く
は
躍
外

の
紳
々
を
あ
り
あ
り
と
イ
メ
ー
ジ
す
る
養
生
法
と
い
わ
れ
る
。
本
経

は
存
思
を
基
本
と
す
る
経
典
で
あ
り
、

全
五
十
五
章
中
、

第
三
十

八
、
五
十

五
十
四

五
十
五
神
仙
の
四
章
以
外
は
す
べ
て
存
思

法
が
設
か
れ
て
い
る
。
存
思
の
封
象
は
紳
ば
か
り
で
な
く
、
一
脚
の
宿
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『
老
子
中
経
』
と
内
丹
思
想
の
源
流

る
場
で
あ
る
内
臓
器
官
、

日
・
月
・
星
、

そ
れ
ら
か
ら
流
れ
出
す

気
・
精
気
の
運
行
に
及
ぶ
。
上
巻
は
一
紳
々
の
様
子
の
存
思
に
重
貼
が

置
か
れ
、
下
巻
は
気
の
運
行
の
存
思
に
霊
殿
が
置
か
れ
て
い
る
。

本
経
の
具
鰻
的
な
存
思
法
を
奉
げ
て
み
る
と
、
第
一
神
仙
で
は
、

園
の
一
番
上
に
蛍
た
る
「
上
上
太
一
」
が
「
九
天
の
上
、
太
清
の
中
、

八
冥
の
外
、
細
〈
紫
〉
微
の
内
し
ま
た
「
頭
上
」
「
九
尺
」
の
位
置

に
お
り
、
「
人
頭
鳥
身
」
で
「
雄
鶏
鳳
風
」
の
よ
う
で
あ
り
、
「
五
色

そ
の
存
思
し

我
が
身
の
長
生
を
祈
願
す

の
珠
衣
」
を
着
て
い
る
様
子
を
存
思
す
る
。
そ
し
て
、

て
引
き
留
め
て
い
る
紳
に
向
か
っ
て
、

る
。
第
二
一
脚
仙
で
は
、
「
無
極
太
上
元
君
」
が
一
身
に
九
頭
を
持
ち
、

皆
「
五
色
の
珠
衣
」

を
着
て
、
「
九

或
い
は
化
し
て
九
人
と
潟
り
、

徳
の
冠
」
を
か
ぶ
っ
て
い
る
様
子
を
存
思
し

そ
れ
に
向
か
っ
て
長

生
を
祈
る
。
こ
の
一
脚
は
大
宇
宙
に
お
い
て
は
「
太
(
紫
)
微
勾
陳
」

中
の
北
極
星
で
あ
り
、
陸
内
に
お
い
て
は
「
眉
間
L

に
い
る
。
そ
こ

か
ら
は
「
気
」
が
上
っ
て
天
と
連
な
っ
て
い
る
。
第
三
一
神
仙
で
は
、

「
青
陽
の
元
気
」
で
あ
る
「
東
王
父
」
が
「
五
色
の
珠
衣
」
「
三
鋒
の

冠
」
を
身
に
着
け
、
東
方
を
治
め
「
蓬
莱
山
」
に
お
り
、
鐙
内
で
は

「
左
目
中
」
や
「
頭
上
」

に
い
て
「
日
」
と
な
る
こ
と
を
存
思
す
る
。

四

こ
の
よ
う
に
し
て
、
第
一
紳
仙
か
ら
順
に
、
身
艦
上
だ
と
頭
部
か

ら
五
臓
へ
と
決
々
に
存
思
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
身
鰹
の
あ
ら
ゆ

る
部
分
に
名
前
の
つ
い
た
紳
が
宿
っ
て
お
り
、
五
臓
に
は
そ
れ
ぞ
れ

数
名
の
紳
々
の
ほ
か
、
各
臓
器
三
千
六
百
人
、
合
計
一
高
八
千
人
の

従
官
、
が
車
や
龍
や
四
一
刊
に
乗
っ
て
待
機
し
て
お
り
、
「
天
都
大
紳
」

の
遣
わ
し
た
一
寓
八
千
人
と
合
わ
せ
て
三
高
六
千
人
が
「
吾
が
身
」

を
持
ち
場
げ
て
昇
天
さ
せ
る
こ
と
が
設
か
れ
て
い
る
(
第
二
十
三
脚

仙)。ま
た
、
第
二
十
六
紳
仙
に
は
「
歴
寂
」
と
い
う
語
が
見
え
る
。

ま

さ
に
存
思
を
中
心
と
し
た
章
で
あ
る
が
、

白
、
名
目
鴻
鴻
、
七
日
、
念
心
色
正
赤
、
名
目
陶
向
、
九
日
、
念
肝

こ
こ
で
は

「
念
肺
色
正

色
正
車
問
、
名
目
藍
藍
、
三
日
、
:
:
:
」
と
い
う
よ
う
に
、
存
念
す
る

時
間
が
示
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
大
宇
宙
に
お
い
て
日
と
月
が
め
ぐ
る
よ
う
に
、
陸
内
で

に
沈
む
様

も
「
日
」
「
月
」
が
交
互
に
「
胃
中
」

に
昇
り
「
勝
中
」

子
を
存
思
す
る
こ
と
が
、
第
二
十
、
二
十
一
神
仙
で
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
霊
は
「
隣
中
」
に
「
日
」
、
か
あ
っ
て
、

そ
の
「
赤
黄
精
気
」
が

「
隣
中
」
や
「
丹
田
」
の
神
々
を
照
ら
し
、
「
腎
中
」
に
は
「
月
L

が



あ
っ
て
、

そ
の

「
白
光
赤
黄
精
気
」
が
満
ち
、
「
胸
中
の
禽
紳
」
を

照
ら
す
。
夜
は
逆
に
、
「
日
」
が
「
胃
中
」
に
あ
っ
て
上
の
「
胸
中
」

を
照
ら
し
、
「
月
」
が
「
瞬
間
中
」
で
そ
こ
の
紳
々
を
照
ら
す
。

決
に
存
思
法
に
加
え
、
服
気
法
・
行
気
法
に
つ
い
て
述
べ
た
い
と

思
う
。
こ
こ
で
は
一
一
峰
、
気
を
飲
み
込
む
こ
と
を
。
服
気
ヘ

健
内

に
気
を
め
ぐ
ら
す
こ
と
を
ク
行
集
。
と
す
る
が
、
こ
れ
ら
が
蓮
績
し

て
行
わ
れ
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
区
別
は
あ
ま
り
意
味

が
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
よ
り
も
、
存
思
を
伴
う
か
伶
わ
な
い
か

が
大
き
な
遠
い
と
な
る
。
『
老
子
中
経
』

に
見
ら
れ
る
服
気
・
行
気

は
す
べ
て
存
恩
を
伴
っ
て
い
る
。

ま

た

内
気
と
外
気
の
匿
別
に

つ
い
て
も
存
思
の
観
鮎
を
入
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
内
気
は
い
ず
れ
も

存
思
を
伴
う
が
、
外
気
は
、
存
思
に
よ
っ
て
鐙
内
に
誘
致
さ
れ
る
外

気
と
、
呼
吸
に
よ
っ
て
取
り
込
ま
れ
る
外
気
と
に
区
別
さ
れ
る
べ
き

だ
ろ
う
。
内
気
の
理
論
が
打
ち
出
さ
れ
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究

(5) 

で
は
唐
代
頃
と
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
六
朝
時
代
に
す
で
に

確
立
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
『
老
子
中
経
』
の
服
気
法
・
行
気
法
か
ら

明
ら
か
で
あ
る
。
存
思
を
伴
う
服
気
法
・
行
気
法
に
も
、
幾
通
り
か

の
例
が
見
ら
れ
る
の
で
、
次
の
五
つ
に
分
類
し
、
順
に
考
察
し
て
い

可
老
子
中
綬
』
と
内
丹
思
想
の
源
流

く
こ
と
に
す
る
。

E 

内
気
を
服
す
も
の

天
気
を
服
し
て
鐙
内
に
循
環
さ
せ
る
も
の

E 

内
気
を
循
環
さ
せ
る
も
の

天
気
を
服
し
、
内
気
と
合
わ
せ
咽
ん
で
循
環
さ
せ
る
も
の

N V 

陸
内
の
陰
陽
一
一
気
を
合
一
さ
せ
て
循
環
さ
せ
る
も
の

-
-
E
-
E
は
単
濁
の
気
の
運
行
、

W
-
V
は
二
つ
の
気
を
合
鐙

さ
せ
て
の
運
行
で
あ
る
。
ま
た
、

I
は
服
気
の
み
、

E
-
W
は
服
気

と
行
気
の
結
合
し
た
も
の
、

E
・
V
は
行
日
系
の
み
と
い
う
分
類
が
可

能
で
あ
る
。

ま
ず
、

I
の
内
気
を
口
中
ま
で
上
昇
さ
せ
て
再
び
咽
み
込
む
と
い

う
方
法
か
ら
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

常
念
、
牌
中
有
葉
集
、
升
上
至
口
中
、
咽
之
三
五
而
止
、
卸
飽

会
。
可
以
降
穀
、
坐
在
立
亡
。

(
第
四
十
六
紳
仙
)

常
思
念
、
胃
中
正
自
(
由
〉
如
凝
脂
、
中
有
黄
気
、
填
満
太
倉
、

上
至
口
中
、
咽
之
邸
飽
O
i
-
-
-
故
呼
日
黄
裳
子
、
致
行
厨
会
。

〈
第
四
十
七
紳
仙
)

」
の
方
法
は
以
上
の
二
箇
所
に
見
ら
れ
る
が

こ
の
場
合
の
内
気

五



『
老
子
中
経
』
と
内
丹
思
想
の
源
流

は
、
五
行
で
は
土
に
配
賞
さ
れ
る
牌
と
胃
の
中
に
あ
る
「
黄
気
」
で

あ
る
。
こ
の
二
章
に
見
ら
れ
る
「
僻
穀
」
や
「
黄
裳
子
」
は
、
『
抱

朴
子
』
雑
麿
篇
の
、
牌
中
の
一
柳
・
黄
裳
子
の
名
を
念
じ
て
口
で
内
気

を
食
す
穀
断
ち
の
方
法
中
に
も
見
え
て
い
る
。

ム次に

E
の
日
・
月
・
星
の
精
気
を
服
し
て
艦
内
を
循
環
さ
せ
る
方

法
で
あ
る
が
、
第
三
十
四
、
三
十
五
、
三
十
六
紳
仙
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
章
の
最
後
に
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
定
め
ら
れ
た
日
時
に
、
心
・

怒
宵
・
牌
が
そ
れ
ぞ
れ
「
日
の
精
L

「
月
の
精
」
「
太
極
の
精
」
を
得
れ

ば
紳
仙
と
な
れ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

食
日
之
精
、
可
以
長
生
、
縁
弦
上
天
、
上
謁
道
君
、
:
:
:
念
、

天
日
精
正
赤
黄
気
来
下
在
日
前
、
存
入
口
中
、
咽
之
一
九
、
以

手
摩
迭
之
、
約
心
、
祝
日
、
景
君
一
元
陽
、
輿
我
合
徳
、
倶
養
絡

宮
中
小
童
子
、
須
奥
復
念
、
心
下
至
丹
田
中
止
、
以
手
摩
迭
之
、

以
日
託
心
、
心
得
日
精
、
己
乃
神
仙
失
。
ハ
第
三
十
四
紳
仙
〉

食
月
之
精
、
以
養
腎
根
、
白
髪
復
黒
、
歯
落
更
生
、
己
乃
得
紳

仙
、
:
:
:
困
膜
目
念
、
月
白
黄
精
気
来
下
在
目
前
、
入
口
中
、

咽
之
三
七
市
止
、
以
手
摩
迭
之
、
下
至
丹
田
之
中
、
丹
田
中
気

正
赤
気
、
中
有
一
人
長
九
分
小
↓
童
子
也
、
衣
朱
衣
、
故
丹
田
中

ーノ、

赤
外
黒
左
五
円
右
黄
上
向
、
五
色
気
巳
具
、
但
以
其
月
託
腎
、
腎

得

月

精

、

乃

得

陸

沈

。

(

第

三

十

五

神

仙

)

食
大
極
之
精
、
乃
得
長
生
、
:
:
暮
夜
臥
、
上
念
、
北
斗
太
極

中
央
大
明
星
精
正
賞
気
来
下
在
兆
目
前
、
入
口
中
、
咽
之
三
五

而
止
、
黄
精
気
填
溺
太
倉
黄
庭
中
、
下
至
丹
田
中
、
:
:
:
以
北

斗
中
極
託
牌
、
牌
得
斗
極
之
精
、
乃
局
員
人
。
〈
太
倉
l
由
目
、
賞
庭

U
牌
)

(
第
三
十
六
神
仙
〉

い
ず
れ
も
天
の
気
を
目
前
に
誘
致
し
て
口
か
ら
呑
み
、
手
で
摩
し
て

所
定
の
器
官
を
通
過
さ
せ
、
終
着
結
の
丹
田
に
至
ら
せ
る
こ
と
を
存

想
し
て
い
る
。
同
じ
方
法
が
叶
太
上
霊
賓
五
符
序
』
巻
上
「
食
日
月
精

之
道
」
に
二
箇
所
と
、
『
洞
紳
八
一
帝
妙
精
経
』
所
引
「
一
一
一
皇
一
一
一
一
緩
」

(
道
蔵
・
洞
紳
部
本
文
類
)
に
牧
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
経
典
で

は
、
腎
と
丹
田
と
は
同
一
視
さ
れ
て
お
り
、
『
抱
朴
子
』
に
見
え
る
よ

う
な
脳
・
心
・
隣
下
の
三
丹
田
で
は
な
く
、
心
・
牌
・
腎
の
三
慮
の

制
到
底
性
が
強
調
さ
れ
、
特
に
牌
臓
が
重
視
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

ま
た
、
第
三
十
九
一
柳
仙
に
は
、
「
太
極
中
央
太
寅
星
」
の
「
精
気
」

を
意
を
以
て
引
き
寄
せ
て
口
中
か
ら
服
し
、
「
絡
宮
(
心
)
、

紫
房

(
贈
〉
、
黄
庭
中
(
牌
)
」
に
め
ぐ
ら
せ
る
と
い
う
精
気
循
環
が
見
ら
れ



る
。
こ
こ
に
見
え
る
「
一
意
を
以
て
之
を
致
す
」
と
い
う
こ
と
ば
か
ら

も
、
日
・
月
・
星
の
気
を
服
す
こ
と
が
、
呼
吸
で
は
な
く
意
念
の
働

き
に
よ
る
気
の
誘
致
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。

次
に
、

E
の
内
臓
の
気
の
循
環
で
あ
る
が
、
ま
ず
具
種
的
に
経
路

が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
行
気
法
か
ら
紹
介
す
る
。
こ
れ
は
腎
聞
の
気

を
め
ぐ
ら
す
場
合
が
匪
倒
的
に
多
い
。

雨
腎
問
名
目
大
海
、

一
名
弱
水
、
中
有
一
柳
亀
、
呼
吸
一
元
気
、
流

行
作
矯
風
雨
、
通
気
四
支
、
無
不
至
者
。

(
第
十
九
神
仙
〉

亀
の
呼
吸
を
ま
ね
て
長
生
き
す
る
話
が
『
史
記
』
亀
策
列
停
、
『
抱

朴
子
』
制
到
俗
篇
等
に
見
ら
れ
る
が
、
『
老
子
中
経
』
で
は
、
長
生
の

γ
γ
ボ
ル
で
あ
る
亀
そ
の
も
の
を
睡
眠
内
に
設
置
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
長
存
を
は
か
ろ
う
と
し
た
も
の
と
恩
わ
れ
る
。
そ
の
気
の
巡
行

は

常
恩
、
腎
間
白
気
上
昇
至
頭
中
、
下
至
足
心
十
指
之
端
、
周
行

一
身
中
、
十
二
遁
而
止
。

(
第
四
十
八
神
仙
)

と
い
う
よ
う
に
道
筋
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
「
腎
間
の
白
気
」

よ
る
一
獄
中
か
ら
足
先
ま
で
の
大
周
流
が
行
わ
れ
て
お
り
、

五、

第
三
十

四
十
九
紳
仙
に
も
同
じ
記
述
が
あ
る
。

『
老
子
中
経
』
と
内
丹
思
想
の
源
流

第
四
十

四
十
二
紳
仙
に
は
、
心
肺
聞
の
気
の
交
通
が
見
ら
れ

る

常
以
庚
申
之
日
申
時
、

申
地
隔
世
臥
、

縦
鐙
膜

被
髪
西
南
首
、

目
、
念
肺
正
由
、
潤
津
光
明
、
中
有
芝
草
、
室
大
如
小
指
、
其

中
空
而
明
、
下
典
心
相
達
。
其
中
有
青
赤
気
、

上
下
交
透
、
出

心
入
肺
之
中
、
念
之
至
下
、
晴
持
止
。

(
第
四
十
二
神
仙
)

こ
れ
は
、
十
二
の
芝
草
に
よ
っ
て
心
と
肺
と
が
つ
な
が
れ
て
お
り
、

「
青
赤
気
」
が
窒
を
っ
た
っ
て
心
肺
聞
を
往
来
し
て
い
る
こ
と
を
示

す
。
位
置
闘
係
は
肺
が
上
で
心
が
下
で
あ
る
。
心
肺
を
つ
な
ぐ
養
生

法
は
『
縫
書
賓
譲
命
』
に
も
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
第
四
十
四
神
仙
に
は
「
還
精
絡
宮
之
中
法
」
が
見
ら
れ

る
。
こ
れ
は
雨
乳
聞
を
摩
し
て
気
を
上
下
さ
せ
る
方
法
で
あ
る
。

次
の

W
は
、
外
気
と
内
気
と
を
合
わ
せ
て
咽
ん
で
一
身
中
に
め
ぐ

tこ

ら
す
方
法
で
あ
る
。
第
二
十
八
紳
仙
か
ら
第
三
十
二
紳
仙
ま
で
は
、

肝
謄
・
心
・
牌
・
肺
・
腎
、
五
行
に
嘗
て
は
め
る
と
木
・
火
・
土
・

金
・
水
の
相
生
の
順
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
臓
器
と
そ
こ
に
宿
る
鶴
内
紳

の
存
思
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
ひ
と
ま
と
ま
り
の
も
の
で
あ
る
。

tま

ぼ
同
じ
形
式
な
の
だ
が
、
行
気
の
方
法
が
少
し
ず
つ
異
な
る
。

七



『
老
子
中
経
』
と
内
丹
思
想
の
源
流

日
精
主
円
気
来
下
著
身
、
入
鼻
孔
中
、
念
肝
色
青

気
、
輿
之
合
於
目
前
、
来
入
口
中
、
咽
之
三
七
市
止
。
思
行
青

白
熱
、
周
一
編
一
身
中
、
九
十
怠
止
。

困
膜
目
念
、

(
第
二
十
八
一
柳
仙
〉

「
日
精
虫
円
集
」
が
降
り
て
き
て
身
に
着
い
た
後
、
「
鼻
孔
中
」
よ
り
入

コ
ー
ス
が
複
雑

っ
て
か
ら
「
肝
色
青
白
熱
」
と
「
目
前
に
合
す
」
と
、

な
の
だ
が
、
そ
の
後
「
口
中
」
か
ら
改
め
て
コ
ニ
七
し
二
十
一
回
、

三
の
倍
数
回
呑
み
込
ま
れ
る
こ
と
は
、
他
の
章
と
も
同
じ
形
式
で
あ

「
日
精
青
気
」

「
肝
色
青
気
」

の
ム
ロ
わ
さ
っ
た

る

そ
れ
か
ら

と

「
青
気
」
を
一
身
中
に
め
ぐ
ら
せ
る
。

決
の
第
三
十
、
三
十
一
紳
仙
の
記
述
も
、
内
気
と
外
気
と
を
口
中

で
合
わ
せ
咽
ん
で
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

因
娯
目
念
、
牌
中
寅
気
来
上
至
口
中
、

上
念
、
天
精
策
集
来
在

咽
之
三
五
而
止
。

思
行
責
気
、

周
偏
一
身

入
口
中
、

目
前
、
中
、
百
五
十
怠
止
。

(
第
三
十
紳
仙
)

因
膜
目
念
、
肺
色
正
白
、
令
白
気
来
上
至
日
中
、
念
日
、
天
精

白
気
衆
下
在
日
前
、
入
口
中
、
咽
之
三
七
而
止
。
思
行
自
気
、

周
一
術
一
身
中
、
百
四
十
息
止
。

(
第
三
十
一
紳
仙
)

こ
の
一
一
章
は
ほ
ぼ
同
じ
方
法
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
ず
内
気
で
あ
る

/¥ 

「
牌
中
の
賀
気
L

、
肺
の
「
白
気
」
を
「
口
中
」
ま
で
導
き
上
げ
、
そ

れ
か
ら
外
気
で
あ
る
「
天
精
葉
集
」
「
天
精
白
気
」
を
上
に
存
想
し
、

「
目
前
」
ま
で
導
き
降
ろ
し
て
「
口
中
」
に
入
れ
る
。
外
気
と
内
気

が
口
中
に
引
き
寄
せ
ら
れ
た
後
、
服
気
・
行
気
が
漣
績
し
て
行
わ
れ

る
こ
と
は
、
三
章
と
も
一
致
し
て
い
る
。

第
三
十
二
紳
仙
で
は
、
ま
ず
「
雨
腎
問
自
気
」
を
一
身
中
に
十
二

遁
周
行
さ
せ
四
肢
に
行
き
渡
ら
せ
て
お
り
、
腎
臓
の
場
合
の
み
最
初

に
置
の
段
階
を
踏
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
、
他
の
↓
一
章
と
同

様

「
青
天
太
清
一
元
気
L

を
誘
致
し
て
咽
み
、

樫
内
に
周
一
備
さ
せ

る
。
こ
れ
ら
の
二
気
が
結
合
し
た
形
跡
は
文
面
に
は
見
ら
れ
な
い

が
、
最
後
に
一
身
中
に
周
衡
さ
せ
る
気
の
名
稽
が
「
太
清
白
元
気
」

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
内
気
の
「
雨
腎
関
白
気
」
と
外
気
の
「
青
天
太

清
元
気
」
と
を
合
わ
せ
た
も
の
を
燈
内
に
め
ぐ
ら
せ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。

第
二
十
九
紳
仙
に
は
、

気
)
が
見
ら
れ
ず
、
「
心
色
正
赤
な
る
こ
と
日
の
如
」
き
も
の
を
「
肺

以
上
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
臓
器
の
気
(
心

葉
問
」

に
存
念
し
、
そ
の
後
「
日
精
赤
黄
気
」
を
「
口
中
」
か
ら
咽

(8) 

み
一
身
中
に
周
行
さ
せ
る
。
こ
こ
で
鰹
内
を
め
ぐ
ら
せ
て
い
る
の
が



外
気
の
み
だ
と
す
る
と
、
こ
れ
は

E
に
分
類
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
心
臓
に
だ
け
異
な
っ
た
行
気
法
が
適
用
さ
れ
る
理
由
も
見
つ
か

ら
な
い
の
で
、
出
典
が
同
じ
で
あ
ろ
う
こ
れ
ら
の
五
重
は
、

と
り
あ

え
ず
ま
と
め
て

W
に
分
類
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

分
は
、
基
本
的
に
樫
内
の
臓
器
の
気
と
、
「
天
」
や

清
」
を
冠
し
た
天
の
気
と
の
爾
者
が
、
存
思
に
よ
っ
て
引
き
ょ
せ
ら

れ
或
い
は
合
わ
さ
れ
て
一
身
中
に
あ
ま
ね
く
「
思
行
し
さ
れ
る
の
で

一
連
の
こ
の
部

「
日
」
や
「
太

あ
る
。最

後
の

V
は
、
鐙
内
の
陰
陽
二
気
を
合
一
さ
せ
て
循
環
さ
せ
る
方

法
で
あ
り
、
こ
の
方
法
は
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
一
箇
所
に
ま
と
め
て

記
述
さ
れ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
『
老
子
中
経
』
に
遍
在

し
て
繰
り
返
し
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
方
法
は
蛍
時
の

あ
る
養
生
法
が
そ
の
ま
ま
守
老
子
中
経
』
の
一
部
分
に
牧
録
さ
れ
た

と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
守
老
子
中
経
』
を
編
纂
す
る
際
に
全
健
を

貫
く
中
心
的
な
養
生
思
想
と
し
て
意
識
的
に
組
み
込
ま
れ
た
も
の
だ

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

で
は
そ
の
内
容
を
見
て
い
く
こ
と
に

す
る
。第
三
神
仙
に
は
、
「
東
王
父
」
「
西
王
母
」
「
目
中
童
子
英
国
間
」

『
老
子
中
経
』
と
内
丹
思
想
の
源
流

「
頭
上
」

(
脂
)
、
終
宮
(
心
〉
、
責
庭
(
牌
〉

し
た
後
、
「
紫
房
太
一
)

に
存
念
し

「
日
月
の
精
光
を
合
」

太
淵
(
燐
)
、

丹
田
」

を
念
じ
て

「
員
気
」
を
め
ぐ
ら
す
方
法
が
見
ら
れ
る
。

「
口
H
」

L
」
「
白
川
」

」

の

は
、
そ
れ
ぞ
れ
陰
と
陽
の
「
一
元
気
」
で
あ
る
「
東
主
父
」
「
西
王
母
」

の
化
身
で
あ
り
、
「
左
乳
下
」

「
月
」
が
あ
っ
て
、
「
目
中
」
や
「
頭
上
」
「日」

が
あ
り
、
「
右
乳
下
L

へ
も
流
動
す
る
。

tこ

行
気
法
に
「
日
月
の
精
光
を
合
す
」
と
い
う
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
房

中
の
思
想
が
明
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
「
白
月
」
中
の

「
黄
精
赤
気
」
と
い
う
こ
と
ば
が
第
十
一
紳
仙
に
見
ら
れ
る
。

常
忠
、
雨
乳
下
有
日
月
、
日
月
中
有
黄
精
赤
気
、
来
入
絡
宮
、

復
来
入
黄
庭
紫
房
中
、
黄
精
赤
気
、
填
溺
太
倉
中
、
赤
子
嘗
胃

管
中
、
正
南
面
坐
、
飲
食
黄
精
赤
集
、
即
飽
会
。

こ
れ
も
爾
「
乳
下
」
の
「
日
月
」
で
あ
り
、
第
三
紳
仙
の
方
法
を
言

い
換
え
て
繰
り
返
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
「
責
矯
赤
気
」
に

「
絡
宮
(
心
)
」
↓
「
寅
庭
(
牌
)
紫
房
中
(
謄
)
」
↓
「
太
倉
中
(
間
〉
」

の
各
器
官
を
循
環
さ
せ
た
と
こ
ろ
で
「
胃
管
中
」
の
「
赤
子
」
に
こ

れ
を
飲
食
さ
せ
て
養
う
。
そ
し
て
常
に
こ
れ
を
存
息
す
れ
ば
、
「
員

を

人

と
い
う
こ

に
な
れ
る
こ
と
が
設
か
れ
て
い
る
。
「
黄
精
赤
気
」

九



『
老
子
中
経
』
と
内
丹
思
想
の
源
流

(
叩
)

と
ば
白
健
、
，
ッ
黄
赤
。
と
い
う
房
中
の
概
念
が
組
み
合
わ
さ
っ
た
も

の
で
あ
り
、
こ
れ
も
陰
陽
が
す
で
に
一
睦
化
し
て
い
る
も
の
と
考
え

ま
た
、
循
環
経
路
に
「
太
淵
」
「
丹
田
」
が
含
ま

れ
て
い
な
い
の
は
、
途
中
ま
で
の
経
路
を
示
し
た
に
す
ぎ
な
い
か
ら

て
よ
い
だ
ろ
う
。

で
あ
る
。
こ
こ
で
特
徴
的
な
の
は
、
内
気
を
循
環
さ
せ
る
過
程
で
、

「
赤
子
」
に
そ
れ
を
供
給
し
て
養
育
す
る
こ
と
で
あ

「
胃
管
中
」

の

る

ま
た
、
次
の
第
十
七
紳
仙
に
も
こ
れ
ら
と
同
様
の
行
気
法
が
見
ら

れ
る
。
兆
常
以
夜
半
存
心
之
、

赤
気
上
行
、

至
絡
宮
華
蓋
、

各
右
緩

之
、
太
一
入
賞
庭
、
満
太
倉
、
養
赤
子
、
復
入
太
淵
、
忽
忽
不

知
所
在
、
復
念
太
一
気
還
入
丹
田
中
止
。

臓
器
を
め
ぐ
る
主
穫
が
、
途
中
で
「
赤
気
」
か
ら
「
太
ご

に
代
わ

っ
て
わ
か
り
に
く
い
の
だ
が
、
循
環
ル

l
ト
を
た
ど
る
と
「
絡
宮
華

蓋
(
心
)
L

↓
「
黄
庭
(
牌
〉
」
↓
「
太
倉
(
胃
)
」
↓
「
太
淵
(
瞬
)
」
↓

「
丹
田
」

と

第

十
一
神
仙
の
経
路
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
そ
し

て
、
こ
こ
で
も
「
太
倉
」
に
お
い
て
「
赤
子
」
が
養
わ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た

「
赤
子
」

を
養
う
行
気
法
は
、
『
老
子
中
経
』

の
至
る
と

。

こ
ろ
に
見
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
、
「
員
人
子
丹
」
が
「
太
倉
胃
管
中
」

で
「
薫
精
赤
気
を
食
ら
い
、
醸
泉
を
飲
服
す
」
る
こ
と
を
存
思
し
た

り
(
第
十
二
神
仙
)
、
「
黄
気
」
が
「
太
倉
胃
管
中
に
漏
」
ち
る
こ
と
を

念
じ
た
り
(
第
二
十
五
神
仙
)
す
る
の
は
、

」
の
行
気
法
の
最
も
重
要

な
過
程
を
抜
粋
し
て
記
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
こ
の
方
法
に

お
け
る
気
の
名
稀
は
「
責
精
赤
気
」
(
第
十
一
、
十
二
一
柳
仙
)
、
「
員
気
」

(
第
一
一
一
神
仙
)
、
「
赤
気
」
(
第
十
七
紳
仙
〉
、
「
責
気
」
(
第
二
十
五
、
一
ニ
十
紳

仙
〉
、
「
元
気
」
(
第
三
十
、
=
一
十
六
榊
仙
)
と
異
な
る
の
で
あ
る
が
、
基

木
的
に
は
同
じ
も
の
の
言
い
換
え
で
あ
ろ
う
。

こ
の
行
気
法
を
も
う
一
度
簡
単
に
ま
と
め
て
み
る
と
次
の
よ
う
な

閏
式
に
な
り
、

前
掲
の
紳
統
園
で
は
第
三
位
の

「
日
」
「
月
」

か
ら

下
へ
下
っ
て
い
く
形
と
な
る
。

日
月
交
矯
↓
心
↓
牌
・
際
↓
胃
(
養
赤
子
〉
↓
騎
↓
丹
田

他
の
六
朝
時
代
の
文
献
に
も
、
『
老
子
中
経
』

に
き
わ

さ
ら
に
、

め
て
類
似
し
た
方
法
が
見
ら
れ
る
の
で
暴
げ
て
お
く
。

叉
思
存
、
雨
鼻
孔
下
、
左
有
日
、
右
有
月
、
日
中
有
賀
精
赤
系
、

月
中
有
赤
精
素
系
、
精
者
、
二
明
之
質
也
、
色
系
者
、
日
月
之

煙
也
、
二
添
穆
欝
来
入
悼
碑
宮
、
緯
宮
溢
潟
、
二
気
復
上
入
洞
房



中
、
澗
房
中
穆
湖
、
叉
下
至
黄
庭
中
、
黄
庭
中
者
、
瞬
間
下
三
寸

下
丹
田
宮
中
也
、
二
元
日
既
潟
、
叉
入
填
溢
太
倉
中
、
二
元
日
洞
徹
、

修
穆
積
胃
管
中
、
存
太
一
上
行
、
正
営
胃
管
中
、
南
向
、
呼
召

下
元
丹
田
糞
庭
異
人
、
衣
黄
衣
、
巾
黄
巾
、
輿
太
一
共
坐
、
飲

食
精
京
二
十
七
咽
、
良
久
畢
、
存
黄
庭
員
人
、
呪
目
、
日
月
之

華
、
責
赤
三
精
、
園
光
合
蒸
、
上
設
大
明
、
三
元
飲
食
、
太
一

受
霊
。
(
最
長
太
一
帯
君
太
丹
回
皇
居
川
県
玄
誓
道
磁
・
正
一
郡

「
日
」
「
月
」
中
の
二
集
で
あ
る

「
責
精
赤
蒸
」
「
赤
精
黄
元
日
」
が
、

「
絡
宮
」
↓
「
洞
房
L

↓
「
黄
庭
(
下
丹
田
宮
)
」
↓
「
太
倉
」
を
周
流

し
て

「
回
目
管
中
」

に
至
っ
た
と
き
、
「
太
一
」
と
「
下
元
丹
田
寅
庭

長
人
」
も
そ
こ
に
至
っ
て
「
共
に
坐
し
て
、
精
元
山
を
飲
食
」
し
、
そ

の
後
の
呪
の
中
で
日
月
の
気
の
合
一
が
設
か
れ
て
い
る
。
同
書
に
は

ま
た
、
「
左
目
」
の
「
日
L

と
「
右
目
」
の

「
日
川
l
」

「
紳
庭
」

「
明
堂
」
に
入
ら
せ
て
「
寅
英
の
鰹
」
を

(
辺
)

「
化
生
し
」
、
そ
れ
を
「
太
一
に
輸
す
」
こ
と
が
設
か
れ
て
い
る
。
陰

陽
交
合
、
内
気
循
環
、
艦
内
一
柿
に
精
気
を
飲
食
さ
せ
て
養
う
と
い
う

三
つ
の
要
素
が
『
老
子
中
経
』
と
共
通
し
て
い
る
。

と
を

ハ
口
中
舌
上
〉
に
「
合
し
」
、

こ
の
よ
う
に
、

行
集
法
と
し
て
か
な
り
整
っ
た
理
論
が
す
で
に

『
老
子
中
経
』
と
内
丹
思
想
の
源
流

『
老
子
中
経
』
等
の
六
朝
時
代
の
経
典
に
現
れ
て
い
る
が

こ
れ
ま

で
に
検
討
し
て
き
た
存
思
、
服
気
、
行
気
等
の
方
法
を
、
続
貼
を
か

ぇ
、
今
度
は
内
丹
法
と
し
て
見
る
こ
と
、
が
で
き
な
い
か
ど
う
か
を
論

じ
て
み
た
い
と
思
う
。

四

『
老
子
中
経
』
と
内
丹
思
想

内
丹
術
は
、
突
然
出
現
し
た
も
の
で
は
な
く
、
惰
唐
以
前
か
ら
存

在
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
心
身
技
法
を
吸
放
し
て
鐙
系
化
さ
れ
た
も
の
と

思
わ
れ
、
部
分
的
に
は
早
く
か
ら
存
在
し
て
い
た
と
言
え
る
か
も
し

れ
な
い
。
だ
が
部
分
的
な
要
素
で
あ
る
、
行
集
、
胎
息
、
存
思
、
房

中
等
と
い
っ
た
技
法
を
個
々
に
取
り
あ
げ
て
内
丹
と
い
う
こ
と
は
で

き
な
い
だ
ろ
う
。
ど
こ
で
線
を
引
く
か
は
難
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
。
内
丹
。
で
あ
る
か
ら
に
は
や
は
り
鰹
内
で
丹
を
つ
く
る
こ
と

が
内
丹
理
論
の
も
っ
と
も
基
本
的
な
僚
件
だ
と
考
え
る
。
『
老
子
中

経
』
に
は
鰻
内
で
丹
を
錬
る
こ
と
を
象
徴
す
る
と
思
わ
れ
る
養
生
法

が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
が
質
は
先
に
紹
介
し
た
V
の
行
気
法
な
の
で
あ

る
も
っ
と
も
早
い
時
期
に
内
丹
を
主
張
し
始
め
た
鍾
呂
涯
の
経
典
で



『
老
子
中
経
L

と
内
丹
思
想
の
源
流

あ
る
『
秘
俸
正
陽
異
人
霊
賓
畢
法
』
(
這
識
・
太
清
部
)
は
、

十
項
目

を
上
中
下
の
三
巻
に
分
け
て
次
の
よ
う
に
記
す
。

巻
上

小
乗
安
楽
延
年
法
四
門

匹
配
陰
陽

第

家
散
水
火

交
婿
龍
虎

焼
煉
丹
薬

第第第
四

巻
中

中
乗
長
生
不
死
法
三
門

肘
後
飛
金
目
印

第
五

玉
液
還
丹

第

金
液
還
丹

第
七

巻
下

大
乗
超
九
入
聖
法
三
門

朝
ヌE

第
;i、

内
観

第
九

超
股

第
十

こ
の
他
い
く
つ
か
の
内
丹
法
も
考
え
合
わ
せ
、
先
阻
干
の
研
究
も
参

考
に
し
つ
つ
、
大
ま
か
に
分
類
し
て
み
る
と
、
。
陰
陽
(
龍
虎
、
心
腎
、

日
月
、
水
火
、
救
難
、
鉛
京
等
〆
の
交
婚
に
よ
っ
て
。
寅
芽
(
塑
胎
、

嬰
鬼
、
胎
児
、
員
種
子
、
黍
珠
、
玄
珠
等
)
ク
が
形
成
さ
れ
、
ク
周
天
(
肘

の
過
程
が
あ
っ
て
、
そ
の
後
に

ク
脱
胎

煉
形
)
。

(
出
殻
、
超
脱
、
身
外
有
身
、
遺
虚

y

後
飛
金
品
、

還
丹
、

で
完
成
と
い
う
流
れ
が
見
え
て

く
る
。ク龍
虎
0

0

心
腎
。
等
は
陰
陽
の
象
徴
で
あ
り
、
。
龍
虎
の
交
婚
。

と
は
樫
内
で
の
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
房
中
を
指
し
、
こ
れ
は
行
法
の
も

っ
と
も
早
い
段
階
で
行
わ
れ
る
。
そ
れ
が
移
わ
っ
て
か
ら
φ

黄
芽
、

聖
胎
、
嬰
児
、
胎
児
、
異
種
子
。
と
い
っ
た
動
植
物
に
お
け
る
匪
の

よ
う
な
も
の
が
形
成
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
が
い
わ
ゆ
る
内
丹
の
蔚
芽

を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
丹
を
完
成
さ
せ
る
の
に
必

要
な
要
素
が
ク
周
天
、
肘
後
飛
金
品
、
還
丹
'q

等
の
気
の
運
行
で
あ

る
。
こ
の
気
の
循
環
が
、
交
熔
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
丹
を
成
育

(
臼
)

さ
せ
る
働
き
を
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
最
終
段
階
で

は
、
ク
脱
胎
、

出
殻
。
と
い
う
こ
と
ば
で
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
、
成

長
し
た
。
丹
0

.か
身
睡
眠
の
中
か
ら
員
の
自
己
と
し
て
生
ま
れ
出
て
い

く
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
人
間
で
い
え
ば
、
受
胎
か
ら
出
産
に
至
る
一

連
の
過
程
を
再
現
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
右
の
プ
ロ
セ
ス
を
ひ
と
ま
ず
、

交
嬬
・
内
丹
蔚
芽
↓
内
気
循
環
↓
脱
胎

と
園
式
化
し
て
お
い
て
、
再
び
『
老
子
中
経
』
の

V
の
行
気
法
の
検

討
に
戻
る
。
が
、
今
度
は
行
気
の
ル

1
ト
で
は
な
く
、
一
脚
統
園
の
中



(H) 

心
に
位
置
す
る
「
胃
管
中
」
の
「
異
人
子
丹
」
あ
る
い
は
「
赤
子
し

「
五
日
」
に
注
目
し
て
資
料
を
検
討
し
て
み
る
。
第
五
、
十
一
、
十
二
、

十
七
、
二
十
三
、

二
十
五
、

十

十
六
神
仙
に
は
、
「
牌
中
」

の
紳
が
小
宇
宙
に
お
け
る
母
親
と
し
て
「
子
丹
」
(
「
赤
子
」
「
吾
」
)
を

養
う
こ
と
が
繰
り
返
し
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
第
三
十
七
紳

仙
に
「
首
道
衆
多
と
い
え
ど
も
、
但
だ
一
を
存
し
て
子
丹
を
念
ず
る

と
あ
り
、
「
老
子
中
経
』
に
お
い
て
こ
の
方
法
が
か
な
り
重

要
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
後
世
の
内
丹
法
に
お
い
て
は
、

丹
は
し
ば
し
ば
。
蜜
胎
0

0

嬰
見
。
な
ど
と
い
う
用
語
で
表
現
さ
れ

る
こ
と
は
、
先
に
設
い
た
と
お
り
で
あ
る
。

の
み
」で

は
、
「
赤
子
」
あ
る
い
は

「
子
丹
」

t土

い
っ
た
い
ど
こ
か
ら

や
っ
て
き
て
、
養
わ
れ
た
後
ど
う
な
る
の
か
を
考
え
て
み
る
。
こ
こ

で
「
子
丹
」
が
陰
陽
の
交
合
に
よ
っ
て
生
成
さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ

れ
ば
、
都
合
よ
く
後
世
の
内
丹
理
論
と
符
合
す
る
の
で
あ
る
が
、

つ
い
て
は
設
か
れ
て
い
な
い
。

に
具
わ
っ
て
い
て
そ
の
誕
生
に

し
か
し
先
に
述
べ
た
よ
う
に
陰
陽
の

「
子
丹
」

は
最
初
か
ら
「
胃
管
中
」

交
合
が
行
わ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
子
丹
」

に
輿
え
ら
れ
る
築
養
の

よ
う
な
も
の
で
あ
る
「
寅
精
赤
気
」
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意

『
老
子
中
経
』
と
内
丹
思
想
の
源
流

味
で
は
、
陰
陽
の
交
合
は
「
子
丹
」
以
前
の
よ
り
根
源
的
な
材
料
の

合
成
に
関
わ
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

「
子
丹
」
が
ど
の
よ
う
に
成
長
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
は
第
十
一

紳
仙
の
行
気
法
の
と
こ
ろ
で
ふ
れ
た
が
、
「
責
精
赤
気
」
が
「
緯

宮
」
↓
「
葉
庭
紫
房
」
↓
「
太
倉
」
ま
で
循
環
し
て
く
る
と
、
「
胃
管

中
」
の
「
赤
子
」
に
こ
れ
を
飲
食
さ
せ
て
養
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は

白
分
が
あ
た
か
も
母
親
に
な
っ
て
胎
児
に
築
養
を
注
ぎ
輿
え
て
い
る

か
の
よ
う
で
あ
り
、
先
に
分
析
し
た
内
丹
浬
調
に
お
け
る
丹
の
育
成

を
よ
り
原
始
的
な
養
胎
に
近
い
か
た
ち
で
表
し
て
い
る
と
言
え
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
第
五
紳
仙
で
は
、
良
人
子
丹
、
が
養

わ
れ
、

だ
ん
だ
ん
成
長
し
て
、
己
の
身
と
等
し
く
な
る
と
説
か
れ
、

第
十
二
紳
仙
に
は
、
常
に
己
の
身
が
胃
管
中
に
在
る
こ
と
を
念
じ
る

と
一
言
い
、
第
三
十
七
紳
仙
に
は
、
子
丹
は
吾
で
あ
り
、
吾
は
己
白
身

で
あ
る
と
説
か
れ
る
こ
と
か
ら
、
現
実
の
自
分
を
、
自
己
の
健
内
の

も
う
ひ
と
り
の
自
分
に
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
、

つ
ま
り
修
行
者
と
子

丹
と
の
一
樫
化
が
最
終
目
的
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
以
上

の
「
子
丹
を
養
う
」
方
法
を
も
う
一
度
筒
車
に
ま
と
め
る
と
、

日
月
交
矯
↓
内
気
循
環
↓
「
子
丹
」
と
自
己
と
の
一
鰻
化



『
老
子
中
経
』
と
内
丹
思
想
の
源
流

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
後
世
の
内
丹
理
論
と
比
較
す
る
と
、
陰
陽
交

合
、
内
気
循
環
、
陸
内
に
お
い
て
胎
児
を
養
う
と
い
う
貼
で
一
致
す

る。
さ
ら
に
も
う
ひ
と
つ
、

V
に
属
す
る
行
気
法
で
あ
り
、

か
つ
『
老

子
中
経
』
が
内
丹
の
源
流
の
一
つ
で
あ
る
と
す
る
筆
者
の
設
を
裏
付

け
る
有
力
な
詮
猿
が
第
五
十
二
脚
仙
に
あ
る
。

心
気
下
、
腎
気
上
、
合
印
為
一
、
布
行
四
友
(
支
)
、

不
休
息
。

「
心
気
」
が
下
降
し
「
腎
気
」
が
上
昇
し
て
交
合
が
起
こ
り
、
「
一
と

震
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
丹
を
生
成
す
る
と
い
う
の
は
、
ま
さ
に
後
の

内
丹
理
論
で
重
要
な
要
素
と
さ
れ
て
い
る
。
心
腎
の
交
合
。
な
の
で

こ
こ
に
は
っ
き
り
と
内
丹
理
論
が
現
れ
て
い
る
以
上
、
『
老

あ
る
。
子
中
経
』
に
内
丹
思
想
の
蔚
芽
が
見
え
る
こ
と
は
確
定
的
な
事
寅
と

善
一
一
一
同
一
え
る
の
で
は
な
い
か
。

さ
ら
に
胎
息
に
つ
い
て
一
言
述
べ
て
お
く
と
、
こ
の

可
卓
也
子
中

経
』
の
内
丹
思
想
を
前
提
と
す
る
な
ら
ば
、
筆
者
と
し
て
は
何
の
無

理
も
な
く
内
丹
と
胎
息
と
の
関
係
を
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

ザコ
ま

り
『
老
子
中
経
』
で
は
、
自
分
の
腹
中
に
胎
を
苧
み
、
胎
児
は
外
気

に
依
る
こ
と
な
く
種
内
で
合
成
さ
れ
た
精
気
を
服
し
て
成
長
す
る
。

四

そ
し
て
そ
の
胎
児
こ
そ
賓
は
自
分
自
身
で
あ
っ
て
、
自
分
が
飴
に
、
返

っ
て
内
気
を
服
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
ま
さ
に
本
来
の
意
味

で
の
ん
，
胎
息
。
を
行
っ
て
い
る
と
は
一
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
胎
息
に

つ
い
て
の
こ
れ
ま
で
の
解
穆
に
は
諸
説
あ
る
よ
う
だ
が
、
以
上
の
よ

う
な
解
緯
も
、
『
老
子
中
経
』
の
内
丹
思
想
と
共
に
提
起
し
て
お
き

(日〉

た
い
と
思
う
。

最
後
に
、
内
丹
説
の
成
立
に
つ
い
て
卑
見
を
述
べ
て
み
た
い
。
こ

れ
ま
で
の
内
丹
成
立
設
に
は
、
外
丹
の
も
た
ら
し
た
水
銀
中
毒
災
害

へ
の
反
省
か
ら
、
外
丹
理
論
が
鐙
内
に
膝
用
さ
れ
、
内
丹
へ
の
蒋
換

が
闘
ら
れ
た
と
す
る
設
や
、
外
丹
の
不
備
を
補
充
す
る
た
め
に
考
案

さ
れ
、
外
丹
の
服
用
に
耐
え
る
た
め
の
鐙
内
の
純
化
・
紳
霊
化
と
い

{

間

四

)

う
役
割
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
説
、
錬
金
術
者
が
丹
を
錬
成
し
な
が

ら
鼎
中
の
爽
の
愛
化
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
そ
の
精
神
的
過
程
が
既
存
の

(
刀
)

身
僅
的
・
内
面
的
な
修
行
と
同
化
し
た
と
い
う
説
等
が
あ
る
。
と
こ

ろ
が
、
『
老
子
中
経
』

に
も
後
世
の
内
丹
読
に
も
、

人
聞
の
養
胎
の

イ
メ
ー
ジ
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
検
詮
し
て
き
た
と
お
り

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
も
と
も
と
の
内
丹
の
溌
想
は
、
人
間
を
は
じ
め

あ
ら
ゆ
る
生
き
物
が
自
然
に
行
っ
て
き
た
養
胎
↓
出
産
の
営
団
周
を
、



自
然
の
サ
イ
ク
ル
に
任
せ
ず
に
後
天
的
な
修
行
に
よ
っ
て
不
死
の
自

己
の
誕
生
に
底
用
で
き
な
い
か
と
考
え
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
の
で
は

:
、
当
、

ふ
ん
し
カ

と
い
う
設
を
筆
者
は
提
出
し
た
い
。
も
し
こ
の
設
が
是
認

さ
れ
る
な
ら
ば
、
内
丹
法
の
成
立
は
外
丹
中
毒
死
が
騒
が
れ
る
よ
う

に
な
る
唐
代
を
待
つ
必
要
は
な
く
、
外
丹
設
の
影
響
を
受
け
る
以
前

に
素
掛
な
内
丹
術
を
人
闘
が
思
い
つ
い
て
い
た
可
能
性
は
十
分
に
考

え
ら
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
外
丹
の
災
-
繭
の
表
面
化
に
よ
っ
て
内
丹
が
脚
光
を
浴
び

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
事
寅
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
は
以
前
か

ら
存
在
し
て
い
た
二
設
の
地
位
が
交
替
し
た
の
で
あ
っ
て
、
外
丹
法

が
そ
こ
で
消
滅
し
な
か
っ
た
理
由
も
そ
う
考
え
る
方
が
自
然
で
あ

る
。
ま
た
、
内
丹
は
、
外
丹
の
用
語
や
理
論
を
借
用
す
る
な
ど
、
外

丹
か
ら
大
き
く
影
響
を
受
け
て
僅
系
化
さ
れ
て
い
っ
た
事
寅
は
否
定

し
か
し
こ
れ
も
、
外
的
な
仙
薬
採
取
や
錬
金
術
と
、
存

で
缶
、
な
い
。

思
法
・
行
気
法
を
も
っ
て
不
死
の
自
分
を
創
造
す
る
と
い
う
内
丹
的

な
も
の
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
呉
な
る
起
源
か
ら
設
展
し
て
い
き
、
そ
の

(
凶
)

過
程
で
互
い
に
吸
牧
し
合
い
、
刑
判
臆
す
る
理
論
を
持
ち
う
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

『
老
子
中
経
』
と
内
丹
思
想
の
源
流

お

わ

り

小
論
は
、
『
老
子
中
経
』
を
分
析
し
、
道
数
思
想
史
の
流
れ
に
新

し
い
展
開
の
可
能
性
を
讃
み
取
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
六
朝
時
代

の
成
立
と
推
測
さ
れ
る
こ
の
経
典
に
、
唐
代
以
降
の
出
現
と
さ
れ
て

き
た
内
丹
思
想
が
見
え
て
い
る
こ
と
を
論
詮
し

さ
ら
に
従
来
の
内

丹
形
成
読
に
疑
問
を
投
げ
か
け
た
。
た
だ
し
、
内
丹
理
論
に
つ
い
て

は
残
さ
れ
た
問
題
も
多
く
、
宋
代
以
降
の
内
丹
波
の
文
献
を
解
讃

し
、
外
丹
と
の
交
渉
を
検
討
し
た
上
で
、
よ
り
明
確
に
内
丹
形
成
の

流
れ
を
追
究
す
る
こ
と
を
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

註ハ
1
)

『
老
子
中
経
』
で
は
、
繰
り
返
し
自
分
の
「
死
籍
」
を
「
制
去
」
し

て
「
長
生
玉
暦
」
(
或
い
は
「
長
生
紳
仙
玉
暦
」
「
長
生
玉
暦
仙
籍
」

「
玉
暦
生
録
」
「
生
文
」
「
生
籍
」
「
仙
篠
」
)
に
「
著
」
す
よ
う
「
司
録

君
」
「
司
命
君
」
「
六
丁
玉
女
」
に
新
願
す
る
こ
と
が
設
か
れ
る
。
こ
こ

で
雪
守
ワ
「
玉
暦
」
と
は
、
「
死
籍
」
に
演
す
る
生
者
の
籍
で
あ
る
。
「
玉

暦
五
十
五
章
」
の
所
在
や
停
授
法
が
『
老
子
中
経
』
自
鎧
(
「
第
五
十

五
紳
仙
」
所
引
「
神
仙
玄
園
b
に
見
え
て
お
り
、
『
老
子
中
経
』
に
先

行
し
て
別
の
「
玉
暦
」
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
の
だ

五



『
老
子
中
経
』
と
内
丹
思
想
の
源
流

が
、
『
老
子
中
経
』
も
確
か
に
「
玉
暦
経
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
は
、

『
責
庭
内
景
経
』
の
梁
丘
子
、
務
成
子
注
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
。

ハ
2
〉
五
方
の
天
気
を
服
す
方
法
に
つ
い
て
は
『
太
上
霊
費
五
符
序
』
(
道

蕨
・
洞
玄
部
・
紳
符
類
)
に
詳
述
さ
れ
て
お
り
、
「
食
五
芽
」
あ
る
い

は
「
飲
食
自
然
胎
息
の
道
」
と
稽
さ
れ
る
。

(

3

)

前
田
繁
樹
「
『
老
子
中
経
』
盟
諸
書
」
(
坂
出
鮮
仲
編
『
中
園
古
代
養
生

思
想
の
総
合
的
研
究
』
卒
河
肖
版
社
、
一
九
八
八
年
)
。
成
立
時
期
に

つ
い
て
は
、
こ
の
他
、
楠
山
春
樹
「
河
上
公
注
の
成
立
」
注
(
川
口
)
(
『
老

子
俸
説
の
研
究
』
創
文
祉
、
一
九
七
九
年
〉
、
関
口

E
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向
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F
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司
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自
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〈
ロ
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ロ
ロ
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O
耳自由。ロ
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H申叶
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ロ司・叶印
l
l
田

0
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円
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の
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G切、
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m
E
2
0

百件
b
E
W
C
H
N
P
E
百円
P
H
J
ユP
H
由∞
N、
前
田
繁
樹
「
大
淵
忍
爾
・

石
井
昌
子
編
『
六
朝
唐
宋
の
古
文
献
所
引
道
教
典
籍
目
録
・
索
引
』
書

評
」
〈
『
東
方
宗
数
』
第
七
十
三
鋭
、
一
九
八
九
年
〉
等
に
論
及
が
あ

る。

(
4
〉
『
老
子
中
経
』
全
僅
の
主
な
器
官
と
そ
の
紳
名
を
ま
と
め
た
章
に
、

第
二
十
三
、
二
十
六
、
コ
一
十
七
、
四
十
五
紳
仙
が
あ
る
が
、
そ
こ
に
奉

げ
ら
れ
て
い
る
も
の
を
中
心
に
園
を
作
成
し
た
。
ほ
か
に
「
大
腸
小

腸
」
と
コ
ニ
焦
」
も
取
り
上
げ
る
べ
き
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、

『
老
子
中
経
』
中
の
そ
れ
ら
に
関
す
る
記
述
か
統
一
性
に
依
け
、
睦
内

で
の
位
置
も
は
っ
き
り
し
な
い
の
で
省
略
し
た
。
ま
た
、
『
老
子
中
経
』

第
二
十
二
、
二
十
三
紳
仙
の
神
々
が
『
無
上
秘
要
』
巻
五
「
身
紳
品
」

ーノ、

(
た
だ
し
『
洞
一
脚
経
』
を
引
く
)
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
『
老
子
中

経
』
は
道
教
全
般
に
わ
た
る
代
表
的
な
盟
内
紳
を
収
め
た
経
典
と
言
っ

て
よ
い
だ
ろ
う
。

(

5

)

一
幅
一
井
文
雄
「
儒
道
併
=
一
数
に
お
け
る
気
」
(
「
気
の
思
想
』
東
京
大
挙

出
版
倉
、
一
九
七
八
年
)
、

7
y
p
・
7

ス
ベ
ロ
著
、
持
田
季
未
子
誇

「
道
敬
の
養
性
術
』
せ
り
か
書
房
、
一
九
八
一
一
一
年
(
原
書
は
一
九
三
七

年
出
版
)
参
照
。
な
お
、
「
天
賓
期
(
七
四
二

1
七
五
宜
〉
以
降
、
唐

代
後
半
頃
の
『
幻
員
先
生
服
内
元
気
訣
L

以
前
に
、
(
お
そ
ら
く
は
六

朝
後
牢
頃
か
ら
ど
、
内
気
と
外
気
と
が
匡
別
さ
れ
て
い
た
と
い
う
漠
然

と
し
た
六
朝
期
と
の
憶
測
が
あ
る
〈
坂
内
祭
夫
「
『
鍾
呂
俸
道
集
』
と

内
丹
思
想
」
令
中
園
思
想
史
研
究
』
第
七
鏡
、
京
都
大
事
、
一
九
八
四

年〉。

(

6

)

「
泥
丸
君
者
、
脳
神
也
、
乃
生
於
脳
、
腎
根
心
精
之
一
冗
也
」
(
第
八
紳

仙
〉
と
あ
る
よ
う
に
、
脳
・
心
・
腎
は
並
列
の
関
係
で
は
な
い
。
第
二

十
五
紳
仙
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
心
・
牌
・
腎
に
宿
る
三
紳
が
紹
介
さ
れ
、

こ
れ
ら
三
器
官
の
関
連
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
第
二
十
五
紳
仙
の

心
・
牌
・
腎
の
存
想
日
、
お
よ
び
第
二
十
八
紳
仙
か
ら
第
三
十
二
神
仙

ま
で
の
五
臓
の
存
想
日
を
そ
れ
ぞ
れ
針
照
し
て
み
る
と
、
双
方
と
も
牌

を
存
思
す
る
日
が
最
も
多
く
、
「
老
子
中
経
』
全
般
に
、
五
行
で
は
土

に
嘗
た
る
牌
胃
を
霊
観
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
理
由
は
、
守
卓
也

子
中
経
』
の
中
心
的
な
思
想
が
「
胃
管
中
」
の
「
赤
子
を
養
う
」
こ
と

に
あ
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

(

7

)

「
古
人
治
病
之
方
、
和
以
酪
泉
、
潤
以
元
気
。
梁
不
辛
不
苦
、
甘
甜



多
味
。
常
能
服
之
、
浮
流
五
蔵
、
関
割
以
肺
、
終
身
無
患
」
(
『
養
性
延

命
録
』
所
引
守
徹
書
賓
暗
部
命
』
道
議
・
洞
紳
部
・
方
法
類
)
。
『
曹
司
笈
七

銭
』
巻
三
十
二
『
養
性
延
命
録
』
、
『
至
吾
一
口
線
』
各
二
「
養
生
」
(
遁
臓
・

太
玄
部
〉
、
『
雲
笈
七
銭
』
巻
三
十
五
「
至
言
総
養
生
篇
」
に
も
『
総
書

賓
殻
命
』
が
引
か
れ
、
ほ
ぼ
同
じ
文
が
見
え
る
。
た
だ
し
、
守
臣
官
笈
七

銭
』
本
「
養
性
延
命
録
』
は
「
繋
在
心
肺
」
を
「
繋
之
在
肺
」
に
作

る。

(
8
〉
因
膜
目
念
、
心
色
正
赤
如
日
、
在
服
薬
問
乃
止
。
念
、
日
精
赤
賀
気

来
在
旦
郎
、
入
口
中
、
咽
之
三
九
而
止
、
忠
行
赤
気
、
周
循
一
身
中
、

百
八
十
息
止
(
第
二
十
九
一
脚
仙
)
。

(
9
〉
「
太
一
」
を
鐙
内
の
あ
る
場
所
と
取
っ
て
よ
い
の
か
ど
う
か
わ
か
ら

な
い
。
『
老
子
中
経
』
中
で
紳
名
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
確

か
で
あ
る
が
、
「
道
気
行
布
四
支
、
登
高
入
日
中
、
上
至
締
官
紫
房
太

一
」
(
第
四
十
紳
仙
)
の
例
を
見
る
と
鰻
内
の
あ
る
部
分
で
も
あ
る
よ

う
だ
。
「
紫
房
官
」
の
榊
が
「
太
一
道
君
」
と
も
呼
ば
れ
る
の
で
、
と

り
あ
え
ず
「
紫
房
太
一
」
を
謄
臓
と
し
て
お
く
。

(
日
山
〉
『
老
君
音
諦
誠
経
』
(
道
蕨
・
洞
脚
部
・
戒
律
類
)
、
『
員
詰
』
、
鐘
来

図
『
長
生
不
死
的
探
求
|
|
道
経
《
良
識
》
之
謎
L

第
五
章
ハ
文
陸
出

版
位
、
一
九
九
二
年
)
、
同
氏
又
員
詰
》
長
生
経
精
華
録
』
第
一
一
一
章

(
文
陸
出
版
社
、
一
九
九
四
年
)
参
照
。

(
日
〉
『
雲
笈
七
銭
』
巻
二
十
コ
一
「
太
一
遊
日
限
日
月
法
」
に
同
法
を
牧
鋒

す
る
。

(
ロ
)
『
雲
笈
七
銭
』
巻
二
十
一
一
一
の
「
服
日
月
気
法
、
叉
法
」
、
『
洞
員
高
上

『
老
子
中
経
』
と
内
丹
思
想
の
源
流

宝
帝
大
洞
雌
一
宝
検
五
老
賓
経
』
(
道
蔵
・
正
一
部
)
、
『
黄
庭
外
景
経
』

下
部
「
二
一
脚
相
得
化
玉
英
」
務
成
子
注
(
『
雲
笈
七
銭
』
巻
十
二
)
に

も
同
法
を
枚
め
る
が
、
こ
れ
は
『
抱
朴
子
』
微
旨
篇
の
、
日
と
月
と
が

合
わ
さ
っ
て
で
き
た
、
「
揮
丸
」
大
で
黄
色
く
甘
い
も
の
が
「
玉
池
」

を
出
て
「
金
室
」
に
入
る
と
い
う
「
真
人
守
身
錬
形
の
術
」
に
源
を
踏
出

し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(
刊
日
)
三
浦
園
雄
氏
に
、
内
丹
生
成
の
原
理
的
方
法
と
し
て
交
婚
と
周
天
と

が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
と
の
指
摘
が
あ
る
(
「
周
天
功
|
|
鐙
内
に

お
け
る
気
の
周
流
|
|
」
大
阪
市
立
大
挙
文
皐
部
紀
要
守
人
文
研
究
』

第
四
十
二
巻
第
九
分
畑
、
一
九
九
O
年
〉
。
ま
た
坂
内
楽
夫
氏
は
『
鍾

呂
俸
道
集
』
を
分
析
し
て
、
内
丹
理
論
を
「
内
気
循
環
理
論
の
直
接
延

長
線
上
に
成
立
し
た
」
と
定
義
し
て
お
ら
れ
る
(
前
掲
注
〈
5
〉
所
引

論
文
)
。
内
丹
の
生
成
に
お
い
て
は
、
陰
陽
交
合
と
並
ん
で
、
気
の
循

環
は
必
要
不
可
飲
の
要
素
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

ハU
〉
他
の
経
典
に
登
場
す
る
「
子
丹
」
を
紹
介
し
て
お
く
。
ま
ず
、
『
寅

庭
経
』
中
で
は
、
「
明
堂
四
蓬
法
海
源
、
員
人
子
丹
嘗
吾
前
」
(
『
外
景

経
』
上
部
〉
、
「
寅
裳
子
丹
気
頻
煩
」
(
『
内
景
経
』
第
十
七
)
、
「
子
丹
進

僕
肴
正
責
」
(
『
内
景
経
』
第
一
一
一
十
五
、
い
ず
れ
も
『
雲
笈
七
銭
』
本
を

底
本
と
す
る
〉
と
し
て
現
れ
、
共
に
見
え
る
「
明
堂
」
「
黄
裳
」
「
正

賞
」
の
語
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
老
子
中
経
』
中
の
「
明
堂
宮
」
(
牌
あ
る

い
は
肺
)
、
「
子
丹
」
を
「
宿
衛
」
す
る
「
黄
裳
子
」
、
「
子
丹
」
の
服
す

「
黄
精
赤
気
」
「
責
気
」
を
連
想
さ
せ
る
。
ま
た
、
コ
克
始
五
老
赤
書
五

篇
員
文
天
書
経
』
袋
上
(
道
蕨
・
洞
員
部
・
本
文
類
)
、
『
太
上
震
賓
五

七



『
老
子
中
経
』
と
内
丹
甲
U

想
の
源
流

符
序
』
巻
上
・
下
で
は
、
「
五
老
」
の
中
央
(
五
行
の
土
〉
の
紳
が
「
子

丹
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
吉
一
丹
田
に
宿
る
=
二
神
中
の
心
紳

「
子
丹
」
或
い
は
「
子
甫
丹
」
と
し
て
、
『
金
閥
帯
君
=
一
元
良
一
経
』

(
道
蔵
・
洞
員
部
・
方
法
類
)
、
『
皇
天
上
清
金
闘
帯
君
霊
堂
閏
紫
文
上
経
』

(
道
臓
・
洞
紳
部
・
本
文
類
)
、
『
洞
良
太
上
素
震
洞
一
克
大
有
妙
経
』
(
遁

蕨
・
正
一
部
)
、
『
上
清
修
行
経
訣
』
(
道
蕨
・
洞
玄
部
・
玉
訣
類
〉
、

『
上
清
衆
経
諸
員
聖
秘
』
〈
道
蔵
・
洞
玄
部
・
譜
録
類
〉
巻
六
、
「
神
仙

食
元
山
金
権
妙
録
』
〈
道
蔵
・
洞
紳
部
・
方
法
類
)
、
『
雲
笈
七
銭
L

巻
五

十
六
コ
元
気
論
弁
序
」
、
同
巻
六
十
一
「
谷
紳
妙
気
訣
」
、
同
巻
四
十
九

「
玄
門
大
論
=
二
訣
L

な
ど
、
多
く
の
経
典
に
登
場
す
る
。
ま
た
、
『
上

清
寅
書
過
度
議
』
「
甲
乙
呪
法
」
(
道
蔵
・
正
一
部
)
で
は
、
「
子
丹
」

が
「
群
紳
を
領
録
し
」
、
「
我
が
身
」
に
い
て
「
我
」
と
共
に
仙
人
と
な

る
こ
と
が
設
か
れ
て
い
る
。

〈t
u
〉
石
田
秀
賞
『
気
・
流
れ
る
身
鐙
』
第
四
一
軍
「
内
丹
と
し
て
の
胎
息
」

(
卒
河
出
版
社
、
一
九
八
七
年
)
参
照
。
胎
息
と
内
丹
と
を
結
び
つ
け

る
解
津
と
し
て
は
、
石
田
氏
の
引
く
『
胎
息
精
微
論
』
『
胎
息
経
註
』

の
ほ
か
、
「
上
洞
心
丹
経
訣
』
(
道
磁
・
洞
紳
部
・
衆
術
類
)
、
司
修
員
十

書
』
巻
四
十
一
「
水
調
歌
頭
自
述
十
首
L

等
が
あ
る
。

(
日
山
)
坂
内
前
掲
注
(
5
〉
所
引
論
文
、
坂
出
詳
仲
「
時
間
唐
時
代
に
お
け
る
限

丹
と
内
観
と
内
丹
」
(
『
中
園
古
代
養
生
思
想
の
線
合
的
研
究
L
、
の
ち

に
「
服
丹
と
内
観
と
内
丹
の
歴
史
L

と
改
題
し
て
守
道
数
と
養
生
思

想
L

べ
り
か
ん
祉
、
一
九
九
三
年
、
に
攻
録
〉
。

(
げ
〉
山
田
慶
見
「
紫
金
の
光
|
|
中
園
錬
金
術
に
お
け
る
化
率
と
宗

!¥ 

数
l

|
」
(
岩
波
講
座
宗
教
と
化
皐
2
『
歴
史
の
な
か
の
宗
数
と
化
皐
』

岩
波
書
底
、
一
九
九
三
年
〉
。

(
国
)
ま
た
、
『
老
子
中
経
』
は
、
「
水
銀
・
消
沙
液
・
珠
玉
・
八
石
」
を
錬

っ
て
「
一
脚
丹
」
を
作
り
、
こ
れ
を
服
す
と
昇
天
す
る
(
第
三
十
八
一
脚

仙
〉
と
い
う
外
的
錬
丹
を
認
め
つ
つ
、
『
抱
朴
予
』
中
で
は
外
丹
用
語

と
し
て
現
れ
る
「
紳
丹
」
「
金
液
」
「
玉
液
」
等
を
、
鐙
内
の
「
子
丹
」

を
養
う
た
め
の
糧
と
し
て
い
る
(
第
十
二
、
二
十
三
一
抑
仙
等
〉
こ
と
も

注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

v
y
ベ
ー
ル
氏
は
前
掲
注
(
3
〉
所
引
論
文
に

お
い
て
、
給
見
の
食
す
「
紳
丹
」
が
、
鍍
物
を
錬
っ
て
得
ら
れ
る
「
榊

且
汀
」
に
封
慮
す
る
こ
と
か
ら
、
員
の
内
丹
法
が
問
題
と
な
っ
て
く
る
と

述
べ
て
お
ら
れ
る
。
「
老
子
中
経
』
で
は
、
行
気
法
に
よ
る
錬
丹
と
内

的
服
薬
と
外
的
錬
丹
と
が
、
互
い
を
妨
げ
る
こ
と
な
く
混
在
し
、
そ
れ

ぞ
れ
が
長
生
術
と
し
て
の
地
位
を
得
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で

も
、
理
論
と
し
て
か
な
り
整
備
さ
れ
て
い
る
の
は
行
気
法
に
よ
る
錬
丹

で
あ
り
、
そ
れ
が
こ
の
経
典
の
中
心
的
思
想
・
方
法
と
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。


